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東日本大震災における生産施設の影響については、自動車・家電等の業界につ

いてはマスメディア等を通し再三報道されているとおりであるが建設業界内の

生産施設に対する情報はまとまった報道がないのが現状である。商品毎にメー

カー・商社などを通じて震災関連施設を優先供給するため一般供給が遅れる旨

の情報が流されているが現実には合板や断熱材、夏を控えてエアコンなども品

薄になっておりメーカーでは生産のフル稼働により 5 月以降の品薄感の回復に

対応するとしている。但し、プレハブメーカーの震災住宅フル稼働の状況から

今後もユニットバスや断熱材、合板など復興住宅関連資材（木質系）の逼迫感

は相当期間残ることになるだろう。国土交通省は林野庁、経済産業省と共同で

住宅関連資材需給状況を調査・公表している。以下にその表を転載するので参

考にされたい。国交省は同時に落ち込んだ生産により価格が高騰する事を注視

し適正取引を指導する方針であるとしている。 
 

 

 

2011 年５月１日発行 
 

第 156 号 


